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表１　住戸内の避難経路（フラット形式住戸の例）

条件／制限

・玄関以外に

別の出口を

設置できる

‘　　　　　　　　　　　　 できる できない

・各々の居室から

直接玄関に

アクセスできる

できる できない できる できない

・住戸内の

設計の制限

なし ・リビ ングと寝室の間に耐火壁（３０分

耐火以上）と

自閉式防火戸（２０分耐火）を設置

・廊下と各居室間は３０分耐火壁と

自閉式防火戸で仕切る

・玄関のドアと各居室のドアとの距離

は９ｍ以内

・台所を玄関から離す

・いかなる鳩所も玄関ホ ールから距離９ｍ

以内で、

かつ台所を経由せず玄関ドアに通じる

－

一

一

半 オープンプラン　　　　　居室が分割されている場合

（璞重と朗躙暈用）

（注）BS 5588 Part 1 9.4 ～9.7の記述ならびに添付関表を基に作成した。



ＯＶ

ＯＶ （ａ）袋小 路 のない 場合

ＡＯＶ：排 煙 囗

（ 自動 開 閉：最 低1.5� ）

：排煙口(消防用)

：耐 火造

： 防 火戸20 分耐 火FD20S( 自閉 式)

： 防 火戸30 分耐 火FD30S( 自閉式)

ＯＶ　　(b) 袋小 路 のある 場合

ＡＯＶ

移動距離最大30m

( 中央の防火戸が省略された場合は移助距離は15m 以下)

ＯＶ

ＯＶ

移動距離最大7.5ｍ

図１　共用の避難経路（２以 上の階段 設置の場合）

Ｃ．住戸から安全な場所までの避難経路

住棟に階段が二つ設置される場合は，図１

に示される原則に従って住戸と避難階段の位

置関係が決まる。ただし図１は廊下を区画す

る防火戸，排煙口の設置義務のある場合の例

である。加圧システムを採用する場合は,全て

の共用の陪段・ロビー・廊下を加圧する。

2-2. 耐火性能

Ａ．防火区画

個々の住戸と他の部分を仕切る床（一つの

メソネット内の床は該当しない）と壁は60分

以上の耐火性能を持たせるのが原則である。

廃楽物庫を区画する場合も同様である。

Ｂ．縦シャフト

エレベータシャフト（耐火構造の階段内に

設ける場合は除外），給排水・電気用ジャブ

ＡＯＶ

卜 ， そ の 他 の ダ ク ト 用 シ ャ フ ト は 全 体 を 耐 火

構 造 で 区 画 す る 。

Ｃ ． 防 火 戸

設 置 場 所 に 応 じ て 推 奨 さ れ る 妓 低 限 の 性 能

が 表 ２ の よ う に 決 め ら れ て い る 。 性 能 はBS

476（Firｅ tｅｓts ｏｎ ｂｕ11（ｌｉｎｇ ｍａtｅｒialｓ ａｎｄ

ｓtrｕｃtｕｒｅs ） に 従 っ て 試 験 さ れ て 確 認 さ れ る

必 要 が あ る 。

Ｄ ． ガ ラ ス 板 を は め れ る 部 分

ガ ラ ス 板 は ， そ れ を は め た 以 外 の 部 分 と 同

様 の 耐 火 性 つ ま り 炎 な ら び に 高 温 ガ ス に 対 抗

で き る 性 能 を 持 つ 必 要 が あ る 。

形 状 を 保 持 で き る 性 能 （int ｅｇrity ） と 熱 の

伝 導 と 輻 射 を 抑 え る 性 能 （in ｓｕlatｉｏｎ ） の 両

方 の 点 か ら み て 耐 火 的 で あ る ガ ラ ス 部 分 は 制

限 な し に 使 用 で き る 。 int ｅｇｒity の み の 点 で

－22 － 消防 科学 と柚 報
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表 ２　防火戸の推奨設置基準

（1）　区画を形成する場合

・一つ のフラット 住戸内 の玄 関ホールに設

雌（玄関ドアは別記）

・一つ の メソ ネット 住戸内 の玄関， 階段恥

り場に設繊（玄関ドアは別記）

・リビ ングと寝室との川の壁に設置

２ ０分耐火

(略号：ＦＤ２０)

・避難階段

・避難階段へ通じるロビ ーや廊下

・共通 ラウ ンジ

・弱電 機械室（トラ ンス． バッテリ ー室な

ど）

・給排 水， 配線の ダクト

３０分耐火で

煙の通過も抑える

(略号:FI)30S)

・機械室関係

・廃棄物シューター，廃欒物川

・車庫（屋内あ るい は隣接する場合）

６０分耐火で

煙の通過 も抑える

（略号:60FI ）S ）

・エ レベー タシャフト

(上記の避難階段に設置さ れない場合)

３０分耐火

(略 号：ＦＤ３０)

（2 ） 共通廊下 を細 かい区 画に 分け るド ア

２ ０分 耐 火で

煙 の 遜 過 も抑 え る

(略 号 ：Ｆ Ｄ２０Ｓ 〉

（3）　以下の場所川のドア

・共通廊下，ロ ビーから 住戸 へ ３０分耐火で

煙 の通過 も抑える

(略 号：ＦＤ３０Ｓ)

・屋外バ ルコニ ーから化戸へ

・屋内から崖外附段へ

２０分耐火

(略号:FD20)

注　B S5588　Part l ， 18.6の記述を基に作成

耐火的なガラス部分は設置位置に応じて表３

に示す制限が与えられる。

2-3. 自動火災報知設備

高齢者や障害者用のシェルタードハウジン

グ（3.参照）の場合，また複合用途の建築に

住戸が含まれている場合は，自動火災報知設

備の設置が推奨されている。

3｡ サ ービ ス付 き住 宅 の 防 火

以 下 で は、 高齢 者 や 障 害 者 へ のサ ービ ス付

き住 宅 （シェ ル タ ー ド ハ ウ ジ ン グ） に関 す る

BS 5588 Part l の 記 述 を要 約 す る 。

3-1. 共 用の 避 難 路

Ｎ０.25 1991（夏季）　　　　　　　　　　　　　　－

一 般 的 な 推 奨 に 加 え ， 個 々 の 住 戸 が 玄

関 以 外 に 代 替 と な る 避 難 出 口 を 持 つ 場 合

は 別 と し て ， 住 戸 の 玄 関 か ら 避 難 階 段 ，

区 画 さ れ た ロ ビ ー ， あ る い は 廊 下 を 細 か

く 区 画 化 す る 防 火 戸 ま で の 距 離 は7.5m

以 下 で あ る 必 要 が あ る 。 ま た ， 可 能 な 場

合 は ど こ で も 中 間 的 な 位 置 に 退 避 場 所 を

設 け る 。 そ し て ， 階 段 な ら び に 中 間 の 退

避 場 所 に は 両 側 に 手 す り を 設 け る 。

避 難 の 手 段 と し て 設 置 さ れ る エ レ ベ ー

タ はBS 5588 Part 8 （Ｃｏｄｅ ｏｆ ｐrａｃtｉｅｅ

rｏr　 ｍｅａｎs　 ｏｆ　ｅｓｃａｐｅ　 ｆｏr　di ｓabled

peol ）le） に 示 さ れ る 基 準 に 従 う 必 要 が あ

る 。

3-2. 共 用 廊 下 に 家 具 を 置 く 場 合

椅 子 な ど の 家 具 を 廊 下 に 置 く 場 介 。 そ

の 而 積 を10 � 以 内 と し ， 廊 下 の 有 効 幅 を

1ｍ以上に保ち，袋小路とはしない。そ

し て 家 具 の ス ペ ー ス と 廊 下 の 他 の 部 分 と

は 防 火 戸 で 区 画 し ， 住 戸 の 玄 関 ド ア に は

而 し な い よ う に す る 。

3-3. 自 動 火 災 報 知 設 備

シ ェ ル タ ー ド ハ ウ ジ ン グ に は 自 動 火 災 報 知

設 備 を 設 置 す る こ と が 推 奨 さ れ て い る が ， そ

の 場 合 ，BS 5839 Pa ｒt l （Firｅ ｄｅtｅｃtｉｏｎ ａｎｄ

alａrｍ ｆｏr bｕi（Hngs）に示されるタイプＬ１

か タ イ プ Ｌ ２ の 機 種 を 設 置 す る 。 各 々 の 住 戸

内 ， ゲ ス ト ル ー ム ， 全 て の 共 用 廊 下 ， 共 用 エ

リ ア に 設 置 し ， 主 受 信 盤 に 場 所 ご と の 火 災 発

生 を 表 示 で き る よ う に す る 。

同 一 の 住 棟 内 に 管 理 人 （ ワ ー デ ン ） の 住 戸

が あ る 場 合 に は そ こ に リ ピ ー タ ー パ ネ ル が 設

置 さ れ る 必 要 が あ る 。 な お ， 警 報 は 音 な ら び

に 視 覚 的 な 方 法 で 伝 達 さ れ る べ き で あ る 。

3-4. シ ェ ル タ ー ド ハ ウ ジ ン グ の 事 例

23 －



表３　ガラ スの推奨設置制限

設　 置　 位　 雌
ガラス部分の介計而積の上限

耐火壁に設置 防 火戸 に設 雌

１．住戸内の玄関，踊り場を囲

囲む区画部分

はめころ しの

ランマ部分のみ

鳥さ1.1ｍ以

上 は制限無し

２．住戸とロビ ー,共用廊下, 避

難階段 の間

0（設置できない）

３．ロビ ーあ るいは共用廊下と

共用階段

高さ10� 以上 は

制限無し

４．共用廊下を細分化する場合 高さ10� 以 上は

制限無し

５．ロビ ーあるいは共用廊下と

共用ラウンジなど

高さ１Ｊ ｍ以上 は

制限無し

６．共川廊下と付属施設 0（設置できない）

７．避碓経路と

火災危険の鳥い付属施設

0（設置できない）

８．仕戸と避難方向が一方向の

バルコニ ー

高さ1.1m 以 上は

制限無し

注　 １　フラ ット形式，メソ ネット形式の住棟におい て。熱 の伝

導と輻射を抑えられないガラ スを設ける場介の制限を示す

2　B S 5588　Part 1 18, 5 のTabel l. による。

ら防火戸までの距離は前述した基準

（7.5m 以内）が充分に確保されてい

る。

これらの防火戸は写真２のように網

入りガラスをはめた木製である。防火

に注意するあ まり無味乾燥となりがち

な室内のインテリアの質の向上に役

だっている。日本でも木製防火戸の認

定が始まったが，設計の参考になる事

例である。

4｡ お わり に

以 上 ，Ｂritiｓh Stａｎｄａrds を通 して 英

国 の 住 宅 防 火 の ー 端 を 紹 介 した 。 そ の

要点 は 以 下 の よ うに 整 理 で きる 。

・ 住 宅 の 相 互 闘 を 耐 火 構 造 で 仕 切 る

図２， 写真１～３はS ｕｎｎａＬｏｄｇｅという　　・住居と共用の避雌経路（廊下・ロビー・階

名称のシェルタードハウジングの実例であ　　　 段）との間を耐火構造で仕切る

る。なお，これらは日本大学助教授野村歓氏　　 ・住居内を耐火造にする

に提供して頂いた資料を基にしている。　　　　　・自閉式の防火戸の設置

所 在 地:S ｕnbｕry Ｃｒｏss， Sｕnbｕｒy Mid.　　・住居内の部屋配置を考慮する

dleｓｅｘ　　　　　　　　　　　　　　 ・各々の部屋また住居から二つ以上の避難経

設　立:1986 年　　　　　　　　　　　　　　　 路を設ける

住戸数：住戸27戸（大部分が二人用）　　　　 ・避難距離を制限する

住戸床而積：１戸当たり35㎡～47㎡　　　　　・自動火災報知設備の設置

防火に関し図面（実施図面の一部）や見学　　 ・煙を制御する設備の設雌

の際に得た情報から分かる最も特徴的な点

は，英国のコンパートメンテーションの思想　　　　　　　　　　 参考 文 献

が反映され，廊下が防火戸（FD 30 S ）で細 　1 ）　消防庁予防課。「住宅防火対策の実務」（日本

消防設備安全センター刊），p40～54で火災続
かく区画されていることである。図２の右下　　　 計の分析結果が示されている。

の住戸群は廊下の中央に防火戸が設置されて　　2 ） 古いデータであるか，1979年時点で約33万戸

いるため，一方の階段が煙で汚染されても，　　　　供給されている。

逆側の区画に水平避難すれば，煙は実に３枚　　3）三浦文夫編「図説高齢者白書1990」

の防火戸を突破しないと進入してこないとい　　4 ） 川越邦雄／･英国で建築に対する法規制方式

う 安 全 性 を 確 保 し て い る 。 ま た ， 住 戸 玄 関 か

ー 24 －
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写真I　Sheltｅred hoｕsing Sｕｎｎａ Ｌｏｄｇｅ外観

呟 閔 と ３附 建 て の 仕 棟 ）

図2　Shelt ｅred ho ｕsing　S ｕｎｎａ Ｌｏｄｇｅ 平 面 図

ｙ

写真2　Shelt ｅred hoｕsing Sｕｎｎａ Ｌｏｄｇｅ住戸玄関 ドア

(木 製・綱 人りガラ ス)

２階平面

３階省略

写 真3　Shelt ｅred ho ｕsing S ｕｎｎａ Ｌｏｄｇｅ

住戸 内 の寝 室
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